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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内部に水が貯蔵される貯蔵槽に下部が収容され、外部の空気が流入する流入孔が備えられ
るハウジングと、
前記ハウジングの内部に配置されながら前記水に下部が浸かり、前記水を吸収できるよう
に多数の吸収気孔が組み合わされて棒形態をなす吸収台と、
前記吸収台の上部を取り囲むように連結されながら、多数の加湿気孔が組み合わされ、前
記ハウジングの内面に固定される加湿フィルターと、
前記加湿フィルターの上部に積層形成され、多数の吸着気孔が組み合わされ、前記ハウジ
ングの内部に進入する汚染物を吸着させる吸着フィルターと、
前記吸着フィルターの上部に積層形成され、前記吸着フィルターに吸着した汚染物を浄化
する光触媒浄化部と、
前記光触媒浄化部の上部に離隔形成され、前記加湿フィルターから供給される湿気と前記
ハウジング内部の空気を吸い込んで前記ハウジングの外部に排出する排出部と、を含み、
前記吸収気孔の孔径が１～２０μｍであり、前記加湿気孔の孔径が２０～３５μｍである
ことを特徴とする空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置。
【請求項２】
前記光触媒浄化部は、
前記吸着フィルターの上部に積層形成され、光触媒物質がコーティングされた多数の光触
媒気孔が蜂の巣形態で組み合わされ、前記吸着フィルターに吸着した汚染物を浄化する光
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触媒フィルターと、
前記光触媒フィルターの上部に離隔形成されながら、前記光触媒フィルターに備えられる
前記光触媒に光を照射し、光触媒を活性化する光供給部と、を含む、請求項１に記載の空
気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置。
【請求項３】
前記光供給部は、
ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅ）からなる発光器と、
前記発光器が交流電源の印加を受けて作動できるようにしながら、前記発光器をオン・オ
フにする電源制御部と、を含むことを特徴とする、請求項２に記載の空気清浄機能を有す
る光触媒を用いた加湿装置。
【請求項４】
前記排出部は、
前記ハウジングの上部を覆うように形成されながら、多数の貫通孔が形成される排出板と
、
前記排出板の下部に形成され、前記ハウジング内部の空気を吸い込み、前記排出板を介し
て空気を放出する排出ファンと、を含むことを特徴とする、請求項１に記載の空気清浄機
能を有する光触媒を用いた加湿装置。
【請求項５】
前記排出部は、
前記排出板の上部に連結され、前記貫通孔を介して排出される空気の移動方向を案内する
案内片をさらに含むことを特徴とする、請求項４に記載の空気清浄機能を有する光触媒を
用いた加湿装置。
【請求項６】
前記排出部は、
前記排出ファンを外部から制御し、前記ハウジングの内部から外部に排出される空気の量
を調節する排出制御部をさらに含むことを特徴とする、請求項４に記載の空気清浄機能を
有する光触媒を用いた加湿装置。
【請求項７】
前記ハウジングは、
円柱形態を有することを特徴とする、請求項１に記載の空気清浄機能を有する光触媒を用
いた加湿装置。
【請求項８】
前記流入孔は、
前記加湿フィルターが配置された位置より低い位置に形成され、前記水の水面高さより高
い位置に形成されることを特徴とする、請求項１に記載の空気清浄機能を有する光触媒を
用いた加湿装置。
【請求項９】
前記加湿フィルターと前記吸着フィルターは、
前記加湿気孔と前記吸着気孔が蜂の巣形態で組み合わされることを特徴とする、請求項１
に記載の空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置に関し、より詳細には、エネル
ギーの消費を最小化しながらも、室内の空気清浄機能と加湿器の機能を行える空気清浄機
能を有する光触媒を用いた加湿装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
現代人たちは時間の９０％を室内で過ごしており、室内にいる間、揮発性有機化合物、ラ
ドン及び生物学的有機体などの気相の多様な汚染物質に露出されている。
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【０００３】
従って、前記室内空気を浄化してきれいな空気を室内に供給することは、現代人の生活に
おいて非常に重要である。
【０００４】
そこで、室内の空気を浄化するために、家庭、事務室及び学校などの室内には空気清浄機
を備えている。
【０００５】
また、空気清浄機と加湿器は別途の製品に製造されて使用されていたが、最近は、消費者
の多様な要求に応じて加湿機能と空気清浄機能が一つの製品に兼ね備えられた製品が出て
いる。
【０００６】
従来は、室内の空気を浄化しながら湿気を提供するために、陰イオンを発生する方式を用
いていた。
【０００７】
しかし、陰イオン発生方式は、金属の電極棒に高電圧をかけて発生するスパークを用いる
電気分解方式であって、このような方式によると、陰イオンを放出するとともに、活性酸
素とオゾンを発生させるという問題があった。
【０００８】
また、放電板の表面に埃や異物が付着すると、陰イオンの発生効率が著しく低下するとい
う問題があった。
【０００９】
そして、水を遠心分離方式で微細に分解して陰イオンを発生する方式による場合にも、構
造が複雑であり、モーターの騷音が大きいという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特表２０１３－５０１６１４公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置は、室内の空気を浄化しなが
ら湿気も提供可能であり、光触媒を用いて半永久的に使用できる、空気清浄機能を有する
光触媒を用いた加湿装置を提供することを目的とする。
【００１２】
本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置は、製品の設置及び分解が容
易であるとともに、使用時にエネルギー消耗費用を節減できる空気清浄機能を有する光触
媒を用いた加湿装置を提供することを目的とする。
【００１３】
本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置は、製品の使用時に騷音が発
生しないとともに、室内環境を改善できる空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置
を提供することを目的とする。
【００１４】
本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置は、単位面積当たりの空間を
活用するために、コラムタイプのハウジングを有し、内部に備えられるそれぞれのフィル
ター気孔を蜂の巣形態で緻密に且つぎっしり形成する空気清浄機能を有する光触媒を用い
た加湿装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置は、内部に水が貯蔵される
貯蔵槽に下部が収容され、外部の空気が流入する流入孔が備えられるハウジングと、前記
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ハウジングの内部に配置されながら前記水に下部が浸かり、前記水を吸収できるように多
数の吸収気孔が組み合わされて棒形態をなす吸収台と、前記吸収台の上部を取り囲むよう
に連結されながら、多数の加湿気孔が蜂の巣形態で組み合わされ、前記ハウジングの内面
に固定される加湿フィルターと、前記加湿フィルターの上部に積層形成され、多数の吸着
気孔が蜂の巣形態で組み合わされ、前記ハウジングの内部に進入する汚染物を吸着させる
吸着フィルターと、前記吸着フィルターの上部に積層形成され、前記吸着フィルターに吸
着した汚染物を浄化する光触媒浄化部と、前記光触媒浄化部の上部に離隔形成され、前記
加湿フィルターから供給される湿気と前記ハウジング内部の空気を吸い込んで前記ハウジ
ングの外部に排出する排出部と、を含み、前記吸収気孔の孔径が１～２０μｍであり、前
記加湿気孔の孔径が２０～３５μｍである。
【００１６】
また、前記光触媒浄化部は、前記吸着フィルターの上部に積層形成され、光触媒物質がコ
ーティングされた多数の光触媒気孔が蜂の巣形態で組み合わされ、前記吸着フィルターに
吸着した汚染物を浄化する光触媒フィルターと、前記光触媒フィルターの上部に離隔形成
されながら、前記光触媒フィルターに備えられる前記光触媒に光を照射して光触媒を活性
化する光供給部と、を含む。
【００１７】
そして、前記光供給部は、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）からな
る発光器と、前記発光器が交流電源の印加を受けて作動できるようにしながら、前記発光
器をオン・オフにする電源制御部と、を含む。
【００１８】
また、前記排出部は、前記ハウジングの上部を覆うように形成されながら、多数の貫通孔
が形成される排出板と、前記排出板の下部に形成され、前記ハウジング内部の空気を吸い
込み、前記排出板を介して空気を放出する排出ファンと、を含む。
【００１９】
また、前記排出部は、前記排出板の上部に連結され、前記貫通孔を介して排出される空気
の移動方向を案内する案内片をさらに含む。
【００２０】
また、前記排出部は、前記排出ファンを外部から制御し、前記ハウジングの内部から外部
に排出される空気の量を調節する排出制御部をさらに含む。
【００２１】
特に、前記ハウジングは、円柱形態を有する。
【００２２】
併せて、前記流入孔は、前記加湿フィルターが配置された位置より低い位置に形成され、
前記水の水面高さより高い位置に形成される。
【発明の効果】
【００２３】
本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置は、光触媒を半永久的に使用
するので、エネルギー効率が高く、使用費用を節減できるという経済的効果を有する。
【００２４】
本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置は、室内の空気を清浄にしな
がらも、乾燥した室内に湿気を補充することができ、その設置及び分解が簡便だという使
用上の効果を有する。
【００２５】
本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置は、加湿機能と室内空気の清
浄機能を維持しながらも、使用時に騷音が発生しないという技術的効果を有する。
【００２６】
本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置は、コラムタイプの外形を有
し、ハウジングの内部に備えられるそれぞれのフィルター気孔が蜂の巣形態で緻密に且つ
ぎっしり形成されるので、単位面積当たりの空間を効率的に使用できるという技術的効果
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を有する。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置を示した図である。
【図２】本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置の分離状態を示した
図である。
【図３】本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置の要部断面図である
。
【図４】本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置の実施例を示した図
である。
【図５】本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置の他の実施例を示し
た図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
後述する本発明についての詳細な説明は、本発明が実施され得る特定の実施例を例示とし
て図示する添付の図面を参照する。これら実施例は、当業者が本発明を十分に実施できる
ように詳細に説明される。本発明の多様な実施例は互いに異なっているが、相互排他的で
ある必要はないことを理解しなければならない。例えば、ここに記載している特定の形状
、構造及び特性は、一実施例と関連して、本発明の精神及び範囲を逸脱せずに他の実施例
に具現することができる。また、それぞれの開示された実施例内の個別構成要素の位置又
は配置は、本発明の精神及び範囲を逸脱せずに変更可能であることを理解しなければなら
ない。従って、後述する詳細な説明は、限定的な意味を有するものではなく、本発明の範
囲は、適宜説明される場合、それら請求項が主張するものと均等な全ての範囲と共に、添
付の請求項によってのみ限定される。図面において類似する参照符号は、多くの側面にわ
たって同一又は類似する機能を示し、長さ、面積、厚さなどとその形態は、便宜のために
誇張して表現する場合もある。
【００２９】
以下では、本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者が本発明を容易に実施できる
ようにするために、本発明の好適な各実施例について添付の図面を参照して詳細に説明す
る。
【００３０】
以下の詳細な説明では、一例として、エネルギーの消費を最小化しながらも、室内の空気
清浄機能と加湿器の機能を行えるようにする技術分野全般にわたって、本発明の空気清浄
機能を有する光触媒を用いた加湿装置［特に、加湿フィルター、光触媒フィルター］の技
術的構成を同一に適用可能であることは当然である。
【００３１】
図１は、本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置を示した図である。
【００３２】
図１は、円柱形態に形成され、垂直方向に長く立てられたハウジング５０、及び前記ハウ
ジング５０の内部に備えられる構成要素を説明する。
【００３３】
加湿とは、空気の乾燥時に湿気を補充することであって、このような加湿のためには基本
的に水１０が必要となる。
【００３４】
加湿のために、本発明では、前記水１０が内部に貯蔵される貯蔵槽３０を有する。
【００３５】
そして、前記ハウジング５０は、前記貯蔵槽３０に下部が収容されるように配置される。
【００３６】
また、前記ハウジング５０には、外部の空気を前記ハウジング５０の内部に流入させる多
数の流入孔５５が形成される。
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【００３７】
このとき、前記流入孔５５は、前記水１０からの干渉を受けないように前記水１０の水面
より高い位置に形成される。
【００３８】
そして、前記ハウジング５０の内部には、前記水１０に下部が浸かり、水を吸収できるよ
うに多数の吸収気孔７５が組み合わされて棒形態又は円柱形態をなす吸収台７０が形成さ
れる。
【００３９】
前記吸収台７０は、多数の前記吸収気孔７５を介して前記水１０を吸い込む機能を行うよ
うになる。
【００４０】
ここで、前記吸収台７０には、前記吸収台７０の上部を取り囲むように形成される加湿フ
ィルター１００が備えられる。
【００４１】
また、前記加湿フィルター１００は、蜂の巣形態で組み合わされた多数の加湿気孔１１０
を含み、前記ハウジング５０の内面に密着固定される。
【００４２】
そして、前記加湿フィルター１００は、前記吸収台７０から吸い込んだ水１０を吸収する
。
【００４３】
そのため、前記加湿フィルター１００は、前記吸収台７０から吸収された前記水１０が蒸
発されることによって加湿機能を行うようになる。
【００４４】
このとき、前記加湿フィルター１００は、前記ハウジング５０の内面に形成される据え置
き台（図示せず）に据え置かれることが望ましい。
【００４５】
ここで、前記据え置き台は、前記ハウジング５０の内部で水平方向に突出し、前記吸収台
７０の機能と、前記吸収台７０を介して水１０の供給を受ける前記加湿フィルター１００
の機能とを妨害しないように形成されることが望ましい。
【００４６】
結果的に、前記吸収台７０を介して前記水１０を吸い込み、前記加湿フィルター１００で
前記水１０を吸収した後、前記加湿フィルター１００の吸収された水が蒸発されることに
よって室内に湿気を提供できるようになる。
【００４７】
一方、前記加湿フィルター１００の上部には、前記加湿フィルター１００に対応するよう
に形成される吸着フィルター２００が備えられる。
【００４８】
また、前記吸着フィルター２００は、前記加湿フィルター１００の上部に積層され、多数
の吸着気孔２１０が蜂の巣形態で組み合わされ、前記ハウジング５０の内部に進入する埃
などの汚染物を吸着させる機能を行うようになる。
【００４９】
そして、前記吸着フィルター２００の上部には光触媒浄化部３００が配置される。
【００５０】
このような光触媒浄化部３００は、前記吸着フィルター２００に吸着した汚染物を浄化す
る機能を行う。
【００５１】
また、前記光触媒浄化部３００は、前記吸着フィルター２００に対応する形状に形成され
、前記吸着フィルター２００の上部に積層形成され、光触媒３１２物質がコーティングさ
れた多数の光触媒気孔３１４が蜂の巣形態で組み合わされる光触媒フィルター３１０を有
する。
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【００５２】
また、前記光触媒浄化部３００は、前記光触媒フィルター３１０の上部に離隔形成されな
がら、前記光触媒フィルター３１０に備えられる前記光触媒３１２に光を照射して光触媒
３１２を活性化する光供給部３２０を含む。
【００５３】
一方、前記光触媒浄化部３００の上部には排出部４００が配置される。
【００５４】
また、前記排出部４００は、前記光触媒浄化部３００の上部に離隔形成され、前記加湿フ
ィルター１００から供給される湿気と前記ハウジング５０内部の空気を吸い込んで前記ハ
ウジング５０の外部に排出する機能を行うようになる。
【００５５】
ここで、前記排出部４００は、前記ハウジング５０の上部を覆うように形成されながら、
多数の貫通孔４１２が形成される排出板４１０を有する。
【００５６】
また、前記排出部４００は、前記排出板４１０の下部に形成され、前記ハウジング５０内
部の空気を吸い込み、前記排出板４１０を介して空気を放出する排出ファン４２０を含む
。
【００５７】
結果的に、前記吸着フィルター２００に前記ハウジング５０内部の汚染物質を吸着させた
後、前記光触媒浄化部３００を通して吸着した汚染物を浄化（分解）するようになり、浄
化された空気は、前記排出部４００を介して前記ハウジング５０の外部に排出されるよう
になる。
【００５８】
図２は、本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置の分離状態を示した
図である。
【００５９】
図２では、図１で言及した各構成要素が分離された状態を示し、これについて詳細に説明
する。
【００６０】
前記貯蔵槽３０の内部には水１０が貯蔵され、円柱形態に形成された前記ハウジング５０
が垂直方向に長く立てられ、前記ハウジング５０の下部の一部分が前記水１０に浸かるよ
うになる。
【００６１】
そして、前記ハウジング５０の内部には、多数の吸収気孔７５が組み合わされて棒形態を
なす吸収台７０が備えられる。
【００６２】
このとき、前記吸収台７０の下部の一部分は前記水１０に浸かるようになる。
【００６３】
そのため、前記吸収台７０の吸収気孔７５が毛細管現象を通して前記水１０を円滑に吸い
込み、前記吸収台７０全体が水１０を吸い込む機能を行うようになる。
【００６４】
そして、前記吸収台７０の上部には、加湿フィルター１００が連結される。
【００６５】
また、前記加湿フィルター１００は、前記吸収台７０の上部外面を取り囲むように連結さ
れながら、多数の加湿気孔１１０が蜂の巣形態で組み合わされ、前記ハウジング５０の内
面に密着固定されるようになる。
【００６６】
前記加湿気孔１１０は、前記吸収台７０から吸い込んだ前記水１０を効果的に吸収するた
めに、ぎっしり密着した状態で多数形成されながら、前記ハウジング５０内面の形態に沿
って円形をなすことによって前記加湿フィルター１００になる。
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【００６７】
特に、前記ハウジング５０には、前記ハウジング５０の外部の空気が内部に流入するよう
に貫通形成される流入孔５５が備えられる。
【００６８】
前記流入孔５５は、前記貯蔵槽３０に充填された水１０の水面高さより高い位置に形成さ
れ、前記加湿フィルター１００の下部より低い位置に配置されることが望ましい。
【００６９】
すなわち、前記流入孔５５の配置位置は、前記流入孔５５を介して前記ハウジング５０の
内部に流入した空気が、前記加湿フィルター１００に吸収された水１０を蒸発させながら
室内に湿度を提供するように定められる。
【００７０】
一方、前記加湿フィルター１００の上部には吸着フィルター２００が備えられる。
【００７１】
また、前記吸着フィルター２００は、前記加湿フィルター１００に対応した形態であって
、多数の吸着気孔２１０が蜂の巣形態で組み合わされ、前記ハウジング５０の内面に密着
固定される。
【００７２】
すなわち、前記吸着気孔２１０は、前記流入孔５５を介してハウジング５０の内部に流入
した空気中の汚染物を吸着させるために、ぎっしり密着した状態で多数形成されながら、
前記ハウジング５０の内面の形態に沿って円形をなすことによって前記吸着フィルター１
００になる。
【００７３】
結果的に、前記吸着フィルター２００は、多数の吸着気孔２１０が蜂の巣形態で組み合わ
され、前記ハウジング５０の内部に進入する揮発性有機化合物（ＶＯＣ）などの汚染物を
効果的に吸着させる機能を行うようになる。
【００７４】
このように前記吸着フィルター２００に吸着した汚染物は、前記吸着フィルター２００の
上部に配置される光触媒浄化部３００を通して浄化されるようになる。
【００７５】
特に、前記ハウジング５０は、コラム（ｃｏｌｕｍｎ）タイプに形成され、前記加湿フィ
ルター１００の加湿気孔１１０と前記吸着フィルター２００の吸着気孔２１０が蜂の巣構
造に形成されるので、単位面積当たりの空間活用度が向上するようになる。
【００７６】
そして、前記加湿気孔１１０又は前記吸着気孔２１０の水平断面が円形である場合、多数
の前記加湿気孔１１０又は前記吸着気孔２１０が互いに密着したとしても、円形同士が出
会う部分以外には空間が形成されるようになる。
【００７７】
望ましくは、本発明における前記加湿気孔１１０又は前記吸着気孔２１０のそれぞれの水
平断面は、一例として、蜂の巣形態の六角形構造にすることができる。
【００７８】
このように水平断面が蜂の巣形態の六角形構造である場合は、前記加湿気孔１１０と前記
吸着気孔２１０の多数がそれぞれ六角形で密着しながら、六角形同士が密着する部分以外
に空間が発生しなくなる。
【００７９】
これによって、水平断面が蜂の巣構造形態の六角形構造である前記加湿気孔１１０と前記
吸着気孔２１０は、多数が密着しながらも六角形同士が緻密に且つぎっしり密着し、各気
孔の間に空間が発生しなくなる。
【００８０】
また、前記加湿フィルター１００の加湿気孔１１０と前記吸着フィルター２００の吸着気
孔２１０が蜂の巣構造で組み合わされ、緻密に且つぎっしり配置されるので、空間活用に
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おいて最適な効果を得られるようになる。
【００８１】
また、前記光触媒浄化部３００は、前記吸着フィルター２００の上部に積層形成される光
触媒フィルター３１０と、前記光触媒フィルター３１０の上部に離隔形成される光供給部
３２０とを含んで構成される。
【００８２】
そして、光触媒３１２物質がコーティングされた光触媒気孔３１４は、前記吸着フィルタ
ー２００に吸着した汚染物を効果的に浄化できるように、ぎっしり密着した状態で多数が
形成されながら蜂の巣形態で組み合わされ、前記ハウジング５０の内面の形態に沿って円
形をなすことによって前記光触媒フィルター３１０になる。
【００８３】
ここで、多数の光触媒気孔３１４が形成される理由は、狭小な空間に多量の前記光触媒３
１２を前記光触媒気孔３１４に備えるためである。
【００８４】
そして、前記光供給部３２０は、前記光触媒フィルター３１０にコーティングされた前記
光触媒３１２に光を照射し、前記光触媒３１２を活性化する機能を行う。
【００８５】
このとき、前記光供給部３２０は、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ
）からなる発光器３２２を有する。
【００８６】
このようにＬＥＤからなる前記発光器３２２において、ＬＥＤは一実施例に過ぎなく、使
用者の必要に応じて多様なランプ（図示せず）を使用できるようになる。
【００８７】
特に、前記発光器３２２は、可視光線又はＵＶ（Ｕｌｔｒａｖｉｏｌｅｔ）を照射可能な
別途のランプを通して可視光線又はＵＶ（Ｕｌｔｒａｖｉｏｌｅｔ）を照射できるように
なる。
【００８８】
結果的に、前記発光器３２２は、紫外線又は可視光線領域を全て照射可能になる。
【００８９】
特に、前記光触媒３１２は、光を受け入れて化学反応を促進させる物質を示し、このよう
な反応を光化学反応と言う。
【００９０】
ここで、前記光触媒３１２には、ＬＥＤの光の種類に応じて可視光線で反応する可視光触
媒又はＵＶで反応する光触媒（酸化チタン（ＴｉＯ２））を使用することができる。前記
光触媒３１２は、前記ハウジング５０内部の汚染物である有害物質を酸化分解する機能を
行い、抗菌、脱臭機能を行うようになる。
【００９１】
一方、前記光触媒浄化部３００の上部には排出部４００が配置される。
【００９２】
そして、前記排出部４００は、前記ハウジング５０の上部を覆うように形成されながら、
多数の貫通孔４１２が形成される排出板４１０を有する。
【００９３】
また、前記排出部４００は、前記排出板４１０の下部に形成され、前記ハウジング５０内
部の空気を吸い込み、前記排出板４１０を介して空気を前記ハウジング５０の外部に放出
する排出ファン４２０を含む。
【００９４】
前記排出板４１０は、浄化された湿気のみが前記排出板４１０の貫通孔４１２を介して前
記ハウジング５０の外部に排出されるようにする。ここで、前記加湿フィルター１００か
ら蒸発された湿気は、前記吸着フィルター２００と前記光触媒浄化部３００を経て浄化さ
れる。



(10) JP 5706975 B2 2015.4.22

10

20

30

40

50

【００９５】
このとき、前記排出ファン４２０は、浄化された湿気がより円滑に前記排出板４１０を介
して排出されるようにする機能を行うようになる。
【００９６】
図３は、本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置の要部断面図である
。
【００９７】
図３のＡは、前記吸収気孔７５を含む吸収台７０と、前記加湿気孔１１０を含む加湿フィ
ルター１００の平断面である。
【００９８】
また、Ｂは、前記吸着気孔２１０を含む吸着フィルター２００の平断面である。
【００９９】
そして、Ｃは、前記光触媒３１２と光触媒気孔３１４を含む光触媒フィルター３１０の平
断面である。
【０１００】
前記Ａを見ると、水を吸収できるように多数の吸収気孔７５が組み合わされて円形の平断
面を有するようになっている。
【０１０１】
そして、前記吸収台７０の一部を取り囲む前記加湿フィルター１００は、多数の加湿気孔
１１０が組み合わされて円形をなすように形成される。
【０１０２】
このとき、前記吸収気孔７５の直径は、１～２０ｕｍであることが望ましい。
【０１０３】
前記吸収気孔７５の直径が２０ｕｍを超える場合は、却って毛細管現象が確実に生じない
ので、前記吸収気孔７５に吸い上げられる水の量が少なくなり得る。
【０１０４】
また、前記加湿気孔１１０の直径は、２０～３５ｕｍであることが望ましい。
【０１０５】
ここで、前記加湿気孔１１０の直径が２０ｕｍ未満である場合は、水中に存在する無機イ
オンの沈積による加湿媒体の寿命低下が迅速に発生し得る。
【０１０６】
そして、前記加湿気孔１１０の直径が３５ｕｍを超える場合は、前記加湿フィルター１０
０が水に濡れないこともあり、本来の機能を発揮することが難しくなり得る。
【０１０７】
併せて、前記吸収台７０と加湿フィルター１００は、ガラス繊維、パルプ、酸化チタン（
ＴｉＯ２）材質からなることが望ましい。
【０１０８】
前記Ｂは、前記吸着気孔２１０を含む吸着フィルター２００の平断面を示す。
【０１０９】
ここで、前記吸着フィルター２００は、多数の前記吸着気孔２１０が組み合わされて円形
をなすように形成される。
【０１１０】
そして、多数の前記吸着気孔２１０からなる前記吸着フィルター２００は、前記ハウジン
グ５０の内部に流入する汚染物を吸着させる機能を行うようになる。
【０１１１】
このとき、前記吸着フィルター２００には吸着剤を使用するようになるが、前記吸着気孔
２１０が多数形成される理由は、吸着剤に吸着する表面を広くするためである。
【０１１２】
ここで、吸着剤には、活性炭、珪藻土、ゼオライト、シリカゲル、澱粉、ベントナイト、
アルミナなどを使用することができる。
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【０１１３】
前記Ｃは、前記光触媒気孔３１４を含む光触媒フィルター３１０の平断面を示す。
【０１１４】
ここで、前記光触媒フィルター３１０は、多数の前記光触媒気孔３１４が組み合わされて
円形をなすように形成される。
【０１１５】
そして、前記光触媒気孔３１４の表面には光触媒３１２が撒布されてコーティングされる
。
【０１１６】
ここで、前記光触媒３１２には、ＵＶ光源下では酸化チタン（ＴｉＯ２）が使用されるこ
とが望ましく、可視光の光源下では、Ｐｔ、Ａｕ、Ａｇなどの貴金属がローディングされ
た可視光触媒ＴｉＯ２などが使用されることが望ましい。前記ハウジング５０内部の汚染
物である有害物質を酸化分解する機能を行い、抗菌、脱臭機能を行うようになる。
【０１１７】
前記光触媒３１２は、光を受け入れて化学反応を促進するので、光に露出すると、光化学
反応によってより活性化されるようになり、光化学反応を紫外線と可視光線領域でも行う
ようになる。
【０１１８】
図４は、本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置の実施例を示した図
である。
【０１１９】
図４は、図２の構成に付随的な構成要素が追加される場合を示す。
【０１２０】
円柱形態で立てられたハウジング５０には、外部の空気が内部に流入する流入孔５５が備
えられ、貯蔵槽３０の内部に充填される水１０にハウジング５０の下部の一部分が浸かる
ようになる。
【０１２１】
また、前記水１０を毛細管現象を通して吸い込む多数の吸収気孔７５が組み合わされる吸
収台７０が前記ハウジング５０の内部に備えられる。
【０１２２】
そして、前記吸収台７０の上部には加湿フィルター１００が連結されるが、前記加湿フィ
ルター１００は、前記吸収台７０の上部外面を取り囲むように連結されながら、多数の加
湿気孔１１０が蜂の巣形態で組み合わされ、前記ハウジング５０の内面に密着固定される
ようになる。
【０１２３】
前記加湿フィルター１００は、前記吸収台７０を介して水１０を吸収した後、蒸発させな
がら室内に湿気を提供するようになる。
【０１２４】
そして、前記加湿フィルター１００の上部には、吸着フィルター２００が前記加湿フィル
ター１００に対応した形態で積層されて備えられる。
【０１２５】
同様に、前記吸着フィルター２００は、多数の吸着気孔２１０が蜂の巣形態で組み合わさ
れ、前記ハウジング５０の内面に密着固定される。
【０１２６】
前記吸着気孔２１０は、前記流入孔５５を介してハウジング５０の内部に流入した空気中
の汚染物を吸着させる。
【０１２７】
このとき、前記吸着フィルター２００には吸着剤を使用するようになる。
【０１２８】
そして、前記吸着気孔２１０が多数形成される理由は、吸着剤に吸着する表面を広くする
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ためである。
【０１２９】
そのため、前記吸着フィルター２００は、多数の吸着気孔２１０が蜂の巣形態で組み合わ
され、前記ハウジング５０の内部に進入する埃などの汚染物を効果的に吸着させる機能を
行うようになる。
【０１３０】
また、前記吸着フィルター２００に吸着する汚染物は、光触媒浄化部３００によって浄化
されるようになる。
【０１３１】
ここで、前記光触媒浄化部３００は、前記吸着フィルター２００の上部に積層形成される
光触媒フィルター３１０と、前記光触媒フィルター３１０の上部に離隔形成される光供給
部３２０とを含んで構成される。
【０１３２】
ここで、前記光触媒フィルター３１０は、多数の前記光触媒気孔３１４が組み合わされて
円形をなすように形成される。
【０１３３】
そして、前記光触媒気孔３１４の表面には光触媒３１２が撒布されてコーティングされる
。
【０１３４】
結果的に、前記光触媒３１２物質がコーティングされた光触媒気孔３１４が多数組み合わ
される前記光触媒フィルター３１０を通して、前記吸着フィルター２００に吸着した汚染
物を効果的に浄化できるようになる。
【０１３５】
また、前記光供給部３２０は、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）か
らなる発光器３２２を有する。
【０１３６】
上述したように、前記発光器３２２は、使用者の必要に応じて多様なランプを通してＵＶ
（Ｕｌｔｒａｖｉｏｌｅｔ）を照射できるようになる。
【０１３７】
そして、前記光供給部３２０は、前記発光器３２２が交流電源の印加を受けて作動できる
ようにしながら、前記発光器３２２をオン・オフにする電源制御部３２４を含む。
【０１３８】
ここで、前記電源制御部３２４は、前記発光器３２２で前記光触媒フィルター３１０に照
射される光を制御し、前記光触媒フィルター３１０の光触媒３１２が活性化される量を調
節するようになる。
【０１３９】
結果的に、前記吸着フィルター２００に吸着した汚染物は、前記電源制御部３２４で前記
発光器３２２を制御し、前記光触媒フィルター３１０によって浄化できるようになる。
【０１４０】
また、前記発光器３２２は、紫外線と可視光線領域を全て照射し、前記光触媒３１２を活
性化する。
【０１４１】
ここで、前記光触媒３１２には、酸化チタン（ＴｉＯ２）が使用されることが望ましく、
前記光触媒３１２は、前記ハウジング５０内部の汚染物である有害物質を酸化分解する機
能を行い、抗菌、脱臭機能を行うようになる。
【０１４２】
一方、前記光触媒浄化部３００の上部には排出部４００が積層配置される。
【０１４３】
そして、前記排出部４００は、前記ハウジング５０の上部を覆うように形成されながら、
多数の貫通孔４１２が形成される排出板４１０を有する。
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【０１４４】
また、前記排出部４００は、前記排出板４１０の下部に形成され、前記ハウジング５０内
部の空気を吸い込み、前記排出板４１０を介して空気を前記ハウジング５０の外部に放出
する排出ファン４２０を含む。
【０１４５】
そして、前記排出部４００は、前記排出板４１０の上部に連結され、前記貫通孔４１２を
介して排出される空気の移動方向を案内する案内片４３０をさらに含む。
【０１４６】
前記案内片４３０は、前記排出板４１０の上部に結合された状態で回転しながら、前記ハ
ウジング５０内部の空気が外部に排出されるときに移動する進行方向を案内するようにな
る。
【０１４７】
特に、前記排出部４００は、前記排出ファン４２０を外部から制御し、前記ハウジング５
０の内部から外部に排出される空気の量を調節する排出制御部４４０をさらに含む。
【０１４８】
前記排出制御部４４０は、前記排出ファン４２０の速度を制御し、前記ハウジング５０内
部の空気が外部に排出される量を制御するようになる。
【０１４９】
図５は、本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置の他の実施例を示し
た図である。
【０１５０】
図５は、前記ハウジング５０の形態による他の実施例を示す。
【０１５１】
前記ハウジング５０は、四角柱形態を有することができる。
【０１５２】
そして、水１０が内部に貯蔵される貯蔵槽３０の内部に前記ハウジング５０の下部の一部
分が収容される。
【０１５３】
このとき、前記貯蔵槽３０の水１０の水面上部と加湿フィルター１００との間には、前記
ハウジング５０外部の空気を内部に流入させる多数の流入孔５５が形成される。
【０１５４】
前記ハウジング５０の形態により、前記加湿フィルター１００の形態も前記ハウジング５
０の内面に対応した状態で前記ハウジング５０の内面に密着するように形成される。
【０１５５】
ここで、前記加湿フィルター１００は、前記水１０を吸収して室内に湿気を提供する機能
を行うようになる。
【０１５６】
同様に、前記加湿フィルター１００の上部には、前記加湿フィルター１００に対応した形
態に形成される吸着フィルター２００が積層形成される。
【０１５７】
ここで、前記吸着フィルター２００は、前記流入孔５５を介して前記ハウジング５０の内
部に流入した空気中の埃などの汚染物を吸着させる機能を行うようになる。
【０１５８】
また、前記吸着フィルター２００の上部には、前記吸着フィルター２００に吸着した汚染
物を浄化する光触媒浄化部３００が配置される。
【０１５９】
前記光触媒浄化部３００は、前記吸着フィルター２００に吸着した汚染物を浄化し、前記
ハウジング５０外部の室内に浄化された空気を提供する機能を行うようになる。
【０１６０】
そして、前記光触媒浄化部３００で浄化された前記ハウジング５０内部の空気は、前記案
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内片４３０によって前記ハウジング５０の外部に排出されるようになる。
【０１６１】
このとき、前記案内片４３０は、前記ハウジング５０の上部に結合された状態で回転可能
であるので、使用者の必要に応じて前記ハウジング５０内部の空気が外部に排出されると
き、多様な方向に排出可能になる。
【０１６２】
図５には示していないが、前記ハウジング５０は、多角形の柱形態で多様に形成すること
ができ、前記加湿フィルター１００、吸着フィルター２００及び光触媒フィルター３１０
は、前記ハウジング５０の内面の形態に沿って形成されることが望ましい。
【０１６３】
実験例          
【０１６４】
本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用いた加湿装置（実施例）と陰イオン発生空
気清浄加湿装置（比較例）とを比較して実験した。
【０１６５】
前記実施例及び比較例の加湿装置を１００時間稼動させた後、連続して１０時間稼動させ
ながら空気清浄機能、加湿量及び騷音発生有無を比較した。
【０１６６】
【表１】

【０１６７】
１）空気清浄機能
【０１６８】
実施例及び比較例のいずれにも、室内有害物質及び細菌を除去する空気清浄機能があるが
、比較例では、作動するほど最初より陰イオンの発生量が減少し、また、人体に有害なＯ

３（オゾン）が発生することが検出された。これと異なり、本発明に係る実施例では、時
間が経過しても優れた空気清浄機能を行うことが確認された。
【０１６９】
２）加湿量
【０１７０】
実施例及び比較例のいずれにも、加湿量では大きな差を示さなかった。
【０１７１】
３）騷音発生有無
【０１７２】
実施例では、作動時に騷音がほとんど発生しなかった。これと異なり、比較例では、モー
ターの騷音が発生した。実施例及び比較例の騷音発生有無においては、人の耳で比較して
も著しい差を示した。
【０１７３】
前記のような実験を通して分かるように、本発明に係る空気清浄機能を有する光触媒を用
いた加湿装置は、既存の空気清浄機能を有する加湿装置に比べて空気清浄及び加湿機能に
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装置は、コラムタイプで製作されるので、空間活用度に優れるという長所を有する。
【０１７４】
以上では、本発明を具体的な構成要素などの特定事項と限定された実施例及び図面によっ
て説明したが、これは、本発明のより全般的な理解を促進するために提供されたものに過
ぎなく、本発明が前記各実施例に限定されることはなく、本発明の属する技術分野で通常
の知識を有する者であれば、このような記載から多様な修正及び変形が可能である。
【０１７５】
従って、本発明の思想は、上述した実施例に限定して定めてはならなく、後述する特許請
求の範囲のみならず、この特許請求の範囲と均等に又は等価的に変形された全てのものが
本発明の思想の範疇に属すると言えるだろう。
【符号の説明】
【０１７６】
１０　　　：水
３０　　　：貯蔵槽
５０　　　：ハウジング
５５　　　：流入孔
７０　　　：吸収台
７５　　　：吸収気孔
１００　　：加湿フィルター
１１０　　：加湿気孔
２００　　：吸着フィルター
２１０　　：吸着気孔
３００　　：光触媒浄化部
３１０　　：光触媒フィルター
３１２　　：光触媒
３１４　　：光触媒気孔
３２０　　：光供給部
３２２　　：発光器
３２４　　：電源制御部
４００　　：排出部
４１０　　：排出板
４１２　　：貫通孔
４２０　　：排出ファン
４３０　　：案内片
４４０　　：排出制御部
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